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◆目標とすべきまちの姿 

終末処理場で発生した処理水や汚泥の資源化が効率的に実施されており、より効率的な下水

道事業を進めています。 

また、終末処理場等の建物上部の未活用スペースは市民により多目的に利用されており福利

厚生にも役立てられています。 

 

◆主な取組 

１．下水道資源の有効利用 

⑴ 下水汚泥等の資源の有効利用を検討し、市としての方針決定を行います。 

⑵ 未利用資源の利活用により、エネルギーの自立化及び維持管理費の軽減を図ります。 

 

２．下水道施設の活用 

終末処理場などの下水道施設上部の市民利用の実施に向け、検討します。 

 

◆この施策の方針内で実施する事業（実施事業） 

※ この３年間で、予算の伴う事業はありません。 

 

 

 

 

 

（６）下水道・河川 

③ 下水道資源の有効利用 

～下水道資源の有効利用を進めます～ 

推計事業費（３ヵ年合計）：－ 

 


